
北大アウロラＯＢ会 ＯＢ名簿管理基準 

 

（目的） 

第１条 この基準は、北大アウロラＯＢ会（以下ＯＢ会という）が保有する個人情報を適正に取扱

い、個人の権利や利益を保護するための基本となる事項を定め、実践することにより、ＯＢ名

簿がＯＢ会の積極的な活動に寄与することを目的とする。 

 

（対象） 

第２条 この基準は、電子化情報か非電子化情報かを問わず、ＯＢ名簿に記載されるすべての

個人情報を対象とする。 

 

（個人情報の内容） 

第３条 ＯＢ名簿に記録される個人情報は以下のとおりとする。 

（１）現在の氏名（２）旧氏名（３）会員同士の夫婦関係（４）郵便番号（５）現住所（６）期（７）ア

ウロラ定演プログラム内出演者に氏名が記載された期と学年（８）卒業学部、学科、学校（９）

所属パート（１０）執行部役職（１１）名簿情報の入手元（１２）電話番号（１３）メールアドレス（１４）

その他の連絡先（１５）生死の区別（１６）本人が希望する名簿取扱区分（１７）その他ＯＢ会総

会で承認された事項 

 

（利用目的） 

第４条 ＯＢ名簿に記録される個人情報は、次の目的に利用する。 

（１）ＯＢ会総会の開催通知、議事録通知等、ＯＢ会総会に関する事項の通知。 

（２）ＯＢ会役員会に関する事項の通知。  

（３）ＯＢ会総会または役員会でＯＢ全員への通知を決定した事項の通知。 

 

（管理者） 

第５条 ＯＢ会役員会にＯＢ名簿管理者を置き、更に各期に少なくとも一人の同期連絡者を置き、

同期連絡者がＯＢ名簿管理者に同期ＯＢの最新個人情報を通知する。ＯＢへの通知は全て

同期連絡者を通して行うものとする。但し、同期連絡者の設置は直近のアウロラ定期演奏会

の回数から 52 を引いた数の期までとし、それ以前の期はＯＢ会役員会が行うこととする。  

 

（名簿の開示） 

第６条 ＯＢ名簿管理者は、原則として同期連絡者以外の第三者にＯＢ名簿を開示しない。 

 

（情報の収集） 

第７条 ＯＢ名簿に記録される個人情報の収集方法は次の通りとする。 

（１）各期の定演プログラムのメンバー紹介欄に記載された氏名に基づき、第３条記載の項目

を記録する。 

（２）各期前後のＯＢ一覧表に基づき、同期連絡者は情報の収集および修正を行い、ＯＢ名

簿管理者に送付する。ＯＢ名簿管理者は全同期連絡者の情報を集積し保管する。  

 

（個人情報記録の拒否） 



第８条 ＯＢはＯＢ会に参加するしないにかかわらず、氏名以外の個人情報のＯＢ名簿への記

録を拒否することができる。記録の拒否を希望する場合は、同期連絡者を通じてＯＢ名簿管

理者にその意思を連絡する。 

 

（個人情報の苦情・相談への対応） 

第９条 個人情報の取り扱いに関する本人からの苦情及び相談の窓口はＯＢ会代表幹事とす

る。 

 

（附則） 

 

第５条（管理者）附則 

 

附則１ ＯＢ名簿管理者の役割 

① 「北大アウロラＯＢ会 ＯＢ名簿管理基準」に基づいて名簿を整理する。 

② ＯＢ会役員会の決定に基づいて、ＯＢ会から各ＯＢに送付する郵便物の「宛名ラベル」を

作成する。 

③ ＯＢと直接面談して得た個人情報をファイルする。 

④ 各期の「同期連絡者」からの個人情報をファイルする。 

 

附則２ 同期連絡者（各代世話人）の選任 

① ＯＢ名簿管理者が各期の同期連絡者候補を選定し、本人に依頼する。 

② ①で依頼された候補者は同期内で協議し、同期連絡者を確定して、ＯＢ名簿管理者に

通知する。 

③ 同期連絡者を変更する場合も、同期内で協議しＯＢ名簿管理者に通知する。 

 

附則３ 同期連絡者の役割 

① 「北大アウロラＯＢ会ＯＢ名簿管理基準」第３条の個人情報項目を知り得る範囲で、ＯＢ名

簿管理者に連絡する。 

② ＯＢ各自の希望に基づいて、拒否項目コードをＯＢ名簿管理者に連絡する。 

Ｅ：個人情報を通知し、ＯＢ会（会費無料）に参加する。 

Ｆ：個人情報の一部又は全部を通知するが、ＯＢ会には参加しない。 

Ｇ：ＯＢ会への参加は拒否し、個人情報も通知しない。 

Ｚ：既に逝去 

Ｓ：その他 

③ 年一回程度、ＯＢ名簿管理者に変更事項を連絡する。 

④ ＯＢ名簿管理者との連絡は「ＯＢ会専用アドレス」とする。 

 

附則４ 会則変更 

① 平成２８年総会でＯＢ名簿取り扱い規定に関する会則を変更する。 

 

附則５ 

本則は平成２６年７月３１日より実施する。 

本改訂版は平成３０年６月１６日より実施する。 


